（申請様式1）　青字の記入要領、記入例は削除して
提出してください

ポイントをおさえ、査読者が読みやすいよう留意して作成してください。
※6.～8.については、各項目でページ数を指定していますのでご確認ください。
　SBIRフェーズ1支援 - 申請書
　　年　　月　　日提出
1．目指す社会実装の方法
※該当しない選択肢は削除してください。どちらか１つだけ残してください。
（1）起業による技術シーズの事業化
（2）大学等発ベンチャーを含む中小企業への技術移転

2．研究開発テーマ（1つのみ選択）
※該当しない選択肢は削除してください。複数該当する場合も、最も関連性の高いものを1つだけ残してください。
（1）最先端通信技術によりサイバー空間とフィジカル空間が高度に融合した世界で新たな価値を生み出す研究開発
（2）ゲート型量子コンピュータの利活用に向けた、制御システムの設計や、アプリケーションソフトウェアの開発
（3）農林水産業・食品産業の課題解決に貢献する研究開発
（4）IoT等の活用による内航近代化
（5）静止衛星ひまわりのデータを用いた社会課題解決に貢献する新たなサービス開発
（6）人とコミュニケーションが取れ、福祉・医療支援や住民からの相談対応支援、安全安心なまちづくり等の分野で活躍できるロボット技術の研究開発

3．課題名
※研究開発課題名を記入してください。課題が採択された場合、公開します。


4．課題概要
※課題概要を150文字以内で簡潔に記述してください。
※図、表の使用は不可です。
※課題が採択された場合、JST プロジェクトデータベース（https://projectdb.jst.go.jp/）において公開されますので、公開を希望されない情報が含まれないようにしてください。なお、公開前に再確認させていただきます。
※本項目の内容をe-Rad上の研究概要に転記してください。






5．研究代表者等の情報	
＜研究代表者＞
氏名：　　　　　　　　　　　　フリガナ：
所属機関：　
部署：　　　　　　　　　　　　　役職：　
※以下のチェック項目は、「1. 目指す社会実装の方法」で（1）起業による技術シーズの事業化を選択した場合のみ、回答してください。該当しない場合は、本項目は削除してください。
□　研究代表者は、設立ベンチャー企業に対する追跡調査（設立後、5年程度実施予定）に協力する。

＜企業担当者＞
※企業担当者の情報及び以下のチェック項目は、「1. 目指す社会実装の方法」で（2）大学等発ベンチャーを含む中小企業への技術移転を選択した場合のみ、記載してください。該当しない場合は、本項目は削除してください。
氏名：　　　　　　　　　　　　フリガナ：
所属企業：　
部署：　　　　　　　　　　　　　役職：
業種：　※公募要領末尾の「業種表」から選択ください。
資本金：　　　　　　　　　　　従業員数：
□ 公募要領「2.7.2  技術移転先企業の要件」を満たす企業である。
□ 申請、研究開発への協力に関して、技術移転先企業の同意が得られている。
□　追跡調査（研究開発終了後、5年程度実施予定）への協力に関する同意書提出について、技術移転先企業の了解が得られている。



6．技術シーズの内容について
※2ページ以内で説明してください。
（1）内容・特徴
※事業のもととなる技術シーズについてこれまで得られた研究成果、その独創性・新規性を、図表やデータを用いて具体的に記載してください。







（2）他の技術と比較して本技術が優れている理由
※本技術や事業をとりまく現状の問題点、競合技術についてできるだけ具体的に挙げ、それに対する本提案の優位性について、その理由・根拠を、図表やデータを用いて具体的に記載してください。







(3)補足情報
[現時点で保有している知的財産等]
※当該技術シーズに関する主な知的財産権などを記載してください。
※特許の場合、発明の名称、特許番号（または出願番号）、発明者、出願人、出願日、単願or共願を記載してください。
記載例：aaaの装置およびその製造方法、第xxx号(特願20yy-zzz)、○○○○、xyz大学、20xx年y月z日出願、単願
※特許以外の知的財産権の場合、上記同様の情報を記載してください。
※特許を保有していない場合は、空欄でかまいません。あえて秘匿している場合はその旨を記載してください。
※この項目は、上記以外記載しないでください。










[論文等]※提案の技術シーズに関係する研究論文や著書があれば記載してください。
※箇条書きとし、著者名、タイトル、掲載誌名（書籍名）、巻、号、ページ、発行年等の情報、概要も含めて記載してください。
※論文等の業績が多い場合、本提案に関係する業績に絞り込んでください。（ページ制限を遵守）






[当該技術シーズの創出、育成に寄与した公的支援制度]
※当該技術シーズの創出に関して、支援を受けた競争的研究資金、助成金などについて必ず記載してください。





7-1．製品・サービスについて
※7-1と7-2を合わせて2ページ以内で説明してください。
※「1. 目指す社会実装の方法」で（2）大学等発ベンチャーを含む中小企業への技術移転を選択した場合は、企業担当者と協働して記載内容を検討してください。
（1）想定する製品・サービスの内容
※想定する具体的な利用場面、応用分野、想定している顧客用途、想定される顧客の使用機会などについて記載してください。
※製品・サービスをどのように生産して顧客に提供し、どのように料金をもらうのかなどのビジネスイメージを記載してください。（図表等を用いることも可）










（2）製品・サービスが必要とされる理由、社会課題解決への貢献について
※想定する製品・サービスが、どのように研究開発テーマにおけるニーズ元府省の提示する社会ニーズ・政策課題解決に貢献するのかを含め、事業として継続して社会に求められる理由（想定できる顧客環境の変化、その周辺技術やその他に及ぼす影響等）について記載してください。














7-2．事業化の構想【ベンチャー起業】
※7-1と7-2を合わせて2ページ以内で説明してください。
※「1. 目指す社会実装の方法」で（1）起業による技術シーズの事業化を選択した場合のみ記載し、該当しない方を削除してください。
（1）社会実装の方法として、ベンチャー起業を選択した背景、理由
※企業との共同研究やライセンス契約ではなく、ベンチャー起業により展開を目指す経緯について、これまでの取り組みや手応え等を含め、背景、理由、熱意等について具体的に記載してください。






（2）本研究開発およびその後の社会実装に向けた取り組みの構想
※本研究開発およびその後の社会実装に向けた取組の構想について、起業の時期やどのように事業を拡大していくかを含めて記載してください。








（3）知財戦略について
※技術シーズを事業化するにあたっての、知財戦略について記載してください。
※将来、ベンチャーを創出しようとした場合、技術シーズの発明者、技術シーズが帰属する機関等（共願人）の同意が得られているか等、事業化の妨げとならないことも含めて示してください。






（4）補足情報
[ベンチャー企業への参画経験]

※ベンチャーに参画した経験があれば、参画したベンチャー企業の事業内容、ご自身の役割等を記載してください。
　（過去に関与していた場合も含めて明記ください）

7-2．事業化の構想【技術移転】
※7-1と7-2を合わせて2ページ以内で説明してください。
※「1. 目指す社会実装の方法」で（2）大学等発ベンチャーを含む中小企業への技術移転を選択した場合のみ記載し、該当しない方を削除してください。
※企業担当者と協働して記載内容を検討してください。

（1）本研究開発終了後の事業化、社会実装の構想
※本研究開発終了後の事業化、社会実装について、その構想を、どのようにビジネスとして成立させるのか、企業内でどのような位置づけとするのか、等を含めて、具体的に記載してください。






（2）本研究開発およびその後の事業化、社会実装に向けて、研究者および企業の果たす役割
※本研究開発およびその後の事業化、社会実装に向けて、研究者および企業の果たす役割について、企業の事業内容や、今後の展開に活かされる企業の強み等を含めて、具体的に記載してください。
※既に企業と共同研究を行っている場合やライセンス契約等がある場合は、その状況について具体的に記載してください。









（3）知財戦略について
※技術シーズを事業化するにあたっての、知財戦略について記載してください。
※将来、当該技術シーズを技術移転しようとした場合、技術シーズの発明者、技術シーズが帰属する機関等（共願人）の同意が得られているか、その他に関連する発明が無いか、などについて記載してください。












[bookmark: _Toc34032381]8．研究開発計画
※1ページ以内で説明してください。
（1）研究開発の目標
※事業化を行うために必要なSBIRフェーズ1支援での研究開発の目標を記載してください。目標は具体的に検証できる数値等により設定してください。
※記載にあたっては、製品・サービスの社会実装に必要な技術の水準に対して、現状の技術がどの水準にあり、本研究開発でどの水準まで達成し、終了後どのような見通し（次に解決すべき課題等）を持っているのかについて具体的に記載してください。
※技術的目標が事業化のために必要である理由について、具体的に説明してください。












（2）具体的な課題、研究開発項目、スケジュール
＜記載例＞※目標達成のために解決すべき課題、課題解決に必要な研究開発項目、研究開発項目の具体的実施内容、スケジュール、実施担当者、を下記例示にならって記載してください
※特に重要な課題に関しては、当初計画で解決できなかった場合の方策についても言及してください。
※申請様式2（予算計画）の、資金使途の内容が理解できるように説明してください。


①目標達成のために解決すべき課題A：「○○○○」
研究開発項目a：○○○○○○○
担当者：　▲▲ ▲▲、△△ △△（○○大学）
実施期間：○年○月～○月
実施内容
　	～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
研究開発項目b：○○○○○○○
担当者：　▲▲ ▲▲（○○大学）
実施期間：○年○月～○月
実施内容
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

②目標達成のために解決すべき課題B：「○○○○」
研究開発項目c：○○○○○○○
担当者：　▲▲ ▲▲、△△ △△（○○大学）
実施期間：○年○月～○月
実施内容
・・・・・・




9．活動の推進体制	
（1）研究代表者
	氏名
	所属機関名
	部署名
	役職
	役割分担
	ｴﾌｫｰﾄ(%)

	○山○美
	○○大学
	大学院工学研究科
	准教授
	研究開発全体の統括
	20



（2）主たる共同研究開発者
	氏名
	所属機関名
	部署名
	役職
	役割分担
	ｴﾌｫｰﾄ(%)

	○川○夫
	□□大学
	大学院工学研究科
	准教授
	研究開発項目の中で、○○○を担当
	20


※　研究代表者の所属機関（A）と異なる研究機関（B）に研究開発費が必要である場合、
研究機関（B）における責任者を記載してください。再委託の実施は認めておりませんので、
主たる共同研究開発者の所属する共同研究開発機関とJSTが直接、委託契約を行います。
※　本支援は企業との契約およびJSTから企業への予算措置は行いません。
 







（3）研究開発参加者
	氏名
	所属機関名
	部署名
	役職
	役割：分担内容
	ｴﾌｫｰﾄ(%)

	○○○○
	○○大学
	大学院工学研究科
	博士２年
	研究開発項目の中で、○○○を担当
	20

	○○○○
	○○大学
	大学院工学研究科
	博士１年
	研究開発項目の中で、○○○を担当
	20






10．他制度での助成等の有無（民間財団・海外機関を含む）
・研究代表者および主たる共同研究開発者が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的資金制度やその他の研究助成等（民間財団・海外機関を含む）（※）について、研究開発課題ごとに、研究開発課題名、研究期間、役割（代表／分担）、本人受給研究費の額、ｴﾌｫｰﾄおよび本申請との切り分けを記入してください。公募要領「第4章 4.2 不合理な重複・過度の集中に対する措置」もご参照ください。
※応募に当たっては、「統合イノベーション戦略2020」において「外国資金の受入について、その状況等の情報開示を研究資金申請時の要件」とすることとされたことを踏まえ、令和3年度公募より、「他制度での助成等の有無」（事業によっては「研究費の応募・受入等の状況」）の様式に海外からの研究資金についても記入することを明確にしています。国内外を問わず、競争的資金のほか、民間財団からの助成金、企業からの受託研究費や共同研究費などの研究資金について全て記載してください。
・本申請と関連のないものも記載してください。
・間接経費を含めた額を記載してください。

（1）研究代表者：○○○○
	番号
	制度名
	受給
状況
	研究開発
課題名
(代表者氏名)
	研究
期間
	役割
(代表/
分担)
	(1)本人受給研究費
(期間全体)
(2) 〃 (2022年度 予定)
(3) 〃 (2021年度 予定)
(4) 〃 (2020年度 実績)
	2021年度
ｴﾌｫｰﾄ(%)

	-
	SBIRフェーズ1支援
	申請・記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。
・本申請課題を必ず１つ目に、次にその他研究課題を本人受給研究費(期間全体)が多い順に記入してください。
・本申請の技術シーズとの関連有無に関わらず、記入してください。
・必要に応じて行を増減してください。

【注意事項】
（１）「受給状況」
以下のいずれかを記入してください。
・受給：現在受給中または受給が決定している課題。
・申請：申請中または申請予定の課題。
本申請課題を除き、「申請」に該当する課題についてエフォートは記入しないこと。
（２）「役割」
以下のいずれかを記入してください。
・代表：その研究課題において、代表者として研究費を受給
・分担：その研究課題において、代表者以外の立場で研究費を受給
（３）「本人受給研究費」
以下に従って、研究費（年度別・総額）を千円単位で記入してください。
（ア）代表者として研究費を受給した研究課題
「代表を務める研究チーム（共同研究チームは除く。研究チームが本人のみの場合は代表者本人）」が受給した研究費
（イ）代表者以外の立場で研究費を受給した研究課題
「本人が分担者のグループ代表者として所属する研究グループ（分担グループが分担者のみの場合は分担者本人）が受給した研究費
（４）「エフォート」
申請中・申請予定の課題（受給状況に「申請」と記入したもの）については、エフォートは記入しないでください。 
また、申請課題のエフォートと、その他受給中の研究課題のエフォートとの合計が100%を超えないようご注意ください。（e-Rad上で採択の処理ができない場合があります）
（５）「1. 目指す社会実装の方法」で（1）起業による技術シーズの事業化を選択した研究代表者は、STARTプロジェクト支援型（with/postコロナにおける社会変革への寄与が期待される研究開発課題への短期集中型を含む）、社会還元加速プログラム（SCORE）チーム推進型、SCORE大学推進型（拠点都市環境整備型を含む）内の研究開発課題と同時に申請または、実施することはできません。

	課題名
（〇〇〇）
	2021.11
－
2022.3
	代表
	(3)　　千円
	9．活動の推進体制と同値を記入

	1
	科学研究費
補助金
基礎研究(S)
	受給
	○○の創成
（〇〇〇）
	2019.4
－
2023.3
	代表
	(1)　100,000　千円
(2)　 50,000　千円
(3)　 25,000　千円
(4)　  5,000　千円
	20

	
	※ 本申請との切り分け（簡潔に記載）



	2
	JST戦略的創造研究推進事業（CREST）
	申請
	○○の高機能化
（〇〇〇）
	2020.9
－
2026.3
	分担
	(1)　 60,000　千円
(2)　 20,000　千円
(3)　  8,000　千円
(4)　          -
	-

	
	※ 本申請との切り分け（簡潔に記載）



	3
	

	

	

	

	

	(1)　       　千円
(2)　       　千円
(3)　       　千円
(4)　　　　　 千円
	

	
	※ 本申請との切り分け（簡潔に記載）











（2）主たる共同研究開発者：○○○○
	番号
	制度名
	受給
状況
	研究開発
課題名
(代表者氏名)
	研究
期間
	役割
(代表/
分担)
	(1)本人受給研究費
(期間全体)
(2) 〃 (2022年度 予定)
(3) 〃 (2021年度 予定)
(4) 〃 (2020年度 実績)
	2021年度
ｴﾌｫｰﾄ(%)

	-
	SBIRフェーズ1支援
	申請
	課題名
（〇〇〇）
	2021.11
－
2022.3
	分担
	(3)　　千円
	9．活動の推進体制と同値を記入

	1
	科学研究費
補助金
基礎研究(S)
	受給
	○○の創成
（〇〇〇）
	2019.4
－
2023.3
	代表
	(1)　 50,000　千円
(2)　 20,000　千円
(3)　 20,000　千円
(4)　  5,000　千円
	10

	
	※ 本申請との切り分け（簡潔に記載）



	2
	
	
	
	
	
	
	

	
	※ 本申請との切り分け（簡潔に記載）









11．法令遵守にかかる申告
※本項目の記載について不備がある場合、要件不備で不採択となる可能性があります。
※本項目は、研究を遂行する上で、法令・指針等に基づき事前の承認・実施可能性の確認が必須である事項について、適切な措置が講じられているか、倫理的配慮・安全の確保において問題がないか等について判断するためのものです。
※「該当する」「該当しない」どちらかを選択し、記載してください。

下記のような研究に該当する場合、実施項目について、法令・指針等に基づき事前の承認・実施可能性の確認が必要となることがあります。対応状況について申告してください。
個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査(個人履歴・映像を含む)、
提供を受けた試料の使用、人の活動を制御したうえでのデータ採取、
ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組み換え実験、動物実験などに該当する研究　等

□ 本研究は、上記の研究に該当する。

（1）事前承認等の対応が必要となる、研究に関する指針等の名称
※提案する課題の内容が、上記の研究に該当するとの疑義を受ける恐れがある場合、また、これらに関連する研究が計画されている場合は、委員会の承認等が必要となる場合があります。
　本研究開発において、遵守が必要な法令・指針等について、その名称を記載してください。







（2）講じるべき措置と対応状況
※（1）の指針等との関係、講じるべき措置と、その対応状況、承認状況や見込み、リスク等について、具体的に記載してください。
※動物その他を用いる計画がされている場合は、各指針等に基づく国の確認等の適合状況、動物等を科学上の利用に供する場合の配慮状況についても、具体的に記載してください。
※特に問題がないと判断する場合には、その理由を記載してください。










□ 本研究は、上記の研究に該当しない。
（1）該当しない理由
※本研究開発が、倫理面・安全面への配慮が必要な研究に該当しないと判断した理由を記載してください。







12．利益相反マネジメントにかかる申告
※公募要領の「2.9.2　利益相反マネジメントの実施」に基づき、申告していただくものです。
※応募に際し、必ず上記（2）（3）をご確認ください。
※該当なしの場合も、必ず「該当なし」を選択し、提出してください。
※該当項目がある場合は、下部の表に該当者氏名、該当機関名、該当する番号を記載してください。

← すべての項目に関して該当しない場合はこちらを選択してください。

□ 以下のすべての項目に関して、該当なし。


以下の項目（１）に該当するが、
□ 所属機関の利益相反委員会に問題ないことを確認済である。
□ 所属機関の利益相反委員会に問題ないことを確認中である。

□ 以下の項目（２）に該当する。


（1）研究担当者※1と本申請の参画機関（技術移転先企業を含む）との関係について
（1-1）研究担当者等※2の研究開発成果を基に設立した機関
（1-2）研究担当者等が役員に就任している機関
（1-3）研究担当者が株式を保有している機関
（1-4）研究担当者が実施料収入を得ている機関
（2）JSTが出資する機関

※1　「研究担当者」とは、研究代表者及び主たる共同研究開発者を指します。
※2　「研究担当者等」は研究担当者本人の他、研究担当者の配偶者または一親等以内の血族が対象です。


上記いずれかに該当する場合は以下に内容を記載してください。
	No.
	該当者氏名
	該当者所属
	対象の機関名
	該当する番号
	特記事項

	1
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	


※（2）JSTが出資する機関については、「対象の機関名」に「JST」とご記入ください。
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